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保
険
料
の
特
別
徴
収
に
か
か
る
社

会
保
険
料
控
除
の
適
用
に
つ
い
て

税
務
課　
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【現行】　※平成20年９月30日まで
区　　分 全額免除 半額免除

要　　　件

・生活保護受給者
・ 身体障害者の属する世帯で、かつ生活保護法
による保護の基準の最低生活費の額に身体障
害者特別加算額を加算した額の費用によって
営まれる最低生活以下と認める世帯
・ 市町村民税非課税の重度知的障害者の属する
世帯
・災害被災者（免除期間に制限あり）

・ 視覚・聴覚障害による身体障害者で、かつ契
約者が世帯主
・ 身体障害者手帳1級または2級である重度の肢
体不自由者で、かつ契約者が世帯主
・ 戦傷病者手帳（第1款症相当）を所持する者で、
かつ契約者が世帯主

必要なもの
・印鑑
・次のいずれか
　（身体障害者手帳・療育手帳）

・印鑑
・次のいずれか
　（身体障害者手帳・戦傷病者手帳）

【平成20年10月１日以降】　※申請受付は８月から可能です。
区　　分 全額免除 半額免除

要　　　件

・生活保護受給者
・ 身体障害者・知的障害者・精神障害者の属す
る世帯で、かつ世帯構成員全員が市町村民税
非課税の世帯
・災害被災者（免除期間に制限あり）

・ 身体障害者手帳を所持する視覚、聴覚障害者
で、かつ契約者が世帯主
・ 上記以外の身体障害者（1級または2級）・知的
障害者（重度）・精神障害者（1級）で、かつ
契約者が世帯主
・ 戦傷病者手帳（第1款症相当）を所持する者で、
かつ契約者が世帯主

必要なもの

・印鑑
・次のいずれか
　（ 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健
福祉手帳）

・印鑑
・次のいずれか
　（ 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健
福祉手帳、戦傷病者手帳）

　

本
年
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
（
後
期
）
お
よ
び
国
民
健
康

保
険
税
（
国
保
）
は
、
原
則
と
し
て

年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
度
、
政
令
の
改
正
に
よ
り
、

要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
本
年
10
月

以
降
の
年
金
か
ら
特
別
徴
収
を
中
止

し
、
口
座
振
替
に
よ
り
保
険
料
を
支

払
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
後
期
・
国
保
の

各
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
世

帯
に
は
７
月
中
旬
に
送
付
し
た
納
付

（
納
税
）
通
知
書
に
同
封
し
て
い
る
チ

ラ
シ
に
て
手
続
方
法
に
つ
い
て
ご
連

絡
は
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
回
新
た

に
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
に
つ
い

て
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。　

　

現
在
の
特
別
徴
収
の
場
合
、
保
険

料
を
支
払
う
の
は
年
金
の
受
給
者
自

身
で
あ
る
た
め
、
年
金
受
給
者
本
人

に
の
み
社
会
保
険
料
控
除
が
適
用
さ

れ
ま
す
が
、
今
回
新
た
に
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
を
中
止
し
、
被
保
険
者

の
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
の
口
座
か

ら
口
座
振
替
に
よ
り
保
険
料
を
支
払

う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
場
合
の
社
会
保
険
料
控
除
は
、
口

座
振
替
に
よ
り
保
険
料
を
支
払
っ
た

世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
被
扶
養
者
と
な
っ

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
口
座
振
替
に

よ
り
納
付
す
る
こ
と
で
扶
養
者
の
方

の
住
民
税
の
負
担
額
が
下
が
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
住
民
税
額
が
均
等
割
（
４
，
５
０

０
円
）
の
み
の
方
の
負
担
額
は
下
が

り
ま
せ
ん
。
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に
つ
い
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現
職
の
教
員
で
な
い
方
へ
の
お
知
ら
せ

　

教
員
免
許
更
新
制
が
平
成
21
年
４

月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
教

員
免
許
状
を
持
っ
て
い
る
方
で
、
現

在
、
学
校
や
幼
稚
園
に
勤
め
て
い
な

い
場
合
は
、
免
許
状
更
新
講
習
を
受

講
し
な
く
て
も
、
免
許
状
は
失
効
し

ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
満
35
歳
、
45
歳
、
55
歳

を
迎
え
る
年
度
末
（
３
月
31
日
）
ま

で
に
、
更
新
講
習
を
修
了
し
な
い
と

教
壇
に
立
つ
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
将
来
、
教
員
と
し
て
勤
め
る

予
定
の
あ
る
方
で
、
満
35
歳
、
45
歳
、

55
歳
を
迎
え
る
年
度
末
ま
で
に
更
新

講
習
を
修
了
し
て
い
な
い
方
は
、
教


